
令和3年度スポーツ庁委託事業
障害者スポーツ推進プロジェクト

「障害者スポーツ団体の連携及び体制整備への支援事業」

成果報告書



事業目的
日本知的障がい者陸上競技連盟の大きな課題として、登録選手数の減少がある。特にこの1年はコロナ禍もあり、組織運営の危機と考え、
この要因の１つとして、競技会数が少ないことが挙げられる。障がい者陸上競技の関心意欲は、年々高まっており、活動の場を求める声は
障がい者より多く寄せられているが、身体、知的、聴覚などの各競技団体の現在の組織体力では、それぞれが実施できる陸上競技会は日
本選手権など年1-2大会程度であり、参加できる障がい種別もそれぞれの競技会で限られている状況である。 また、幅広い障がい者層
への機会提供のためには、各地域における競技会開催が強く求められる。
この課題の解決には、障がい者陸上競技団体間の連携を図り、競技会運営の効率化を図るとともに、各障がい者陸上競技大会等におけ
る参加対象障がいを拡大すること。そして、一般の地域陸上競技協会と連携し、障がいの有無にかかわらず参加可能な陸上競技会の開催
を事業の目的とする。

実施方法

各障がい者陸上競技団体、東京陸上競
技協会による、連携委員会の発足

・障がい者陸上競技における事務局体制
や運営資金等の課題の共有

・地域に根付いたインクルーシブな陸上
競技モデルの創出に向けた組織基盤の
構築を図る

 

（２）実施体制 

 

 インクルーシブな陸上競技会開催をめざした整備事業（地域連携モデルの構築） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人 

日本デフ陸上競技協会 

（聴覚） 

一般社団法人 

日本パラ陸上競技連盟 

（身体・視覚） 

/肢体不自由/機能障害） 

非営利活動法人 

日本知的障がい者陸上競技

連盟 （知的） 事務局 

公益財団法人 

東京陸上競技協会 

（健常者） 

各障がい種における活動方法や支援・指導方法、競技団体運営上の困難性、各競技団体

の強み・弱みを共有し、競技団体の横断的連携を促進する 

陸上競技記録会の実施 

競技力の同等の選手が、障がいの有無に関係なく（健常者、障がい者）レースに参加できる記録会 

メ デ ィ ア

等 

地域陸協 

Track＆field 陸上競技団体連携委員会（定例会） 

 



事業の取り組み

2つの大会の目的
・普及拡大を目的としたフレンドリー記録会（交流イベント）
・競技力向上を目的としたチャレンジ記録会
（投擲種目においては、日体大記録会との合同開催）

●要項作成の見直し
（フレンドリー記録ニーズに応じた改定を実施した。

●申し込み用紙見直し（10回）改定を実施した。
フレンドリー記録会においては、障がい者団体登録、日本陸連登録に関わらず、
オープン参加とし、
日本陸連登録選手は「公認」
それ以外の選手においては、「非公認」
ただし、IPC登録者は、WPA公認

オール陸上競技　フレンドリー記録会 大会日程　【2022/3/21】
出場選手エントリーシート(優先申込) 優先申込期間　【2022/1/11（火）0：00～2022/1/24（月）23:59】  厳守！

　参加制限： １人　２種目以内（リレーは除く）

　参加料： 小学生以上　１種目１０００円（２種目２０００円）　リレー１チーム　２０００円

ｴﾝﾄﾘｰｼｰﾄ送付先： t_and_f@toriku.or.jp

種目 ←自動演算が入っています。
チーム

種目１ 種目１ 種目２ 種目２

障がい 分 秒 ｶﾞｲﾄﾞﾗﾝﾅｰ･ｺｰﾗｰ ｽﾀｰﾄﾗﾝﾌﾟ申請 分 秒 ｶﾞｲﾄﾞﾗﾝﾅｰ･ｺｰﾗｰ ｽﾀｰﾄﾗﾝﾌﾟ申請 リレー リレー

姓 名 ﾌﾘｶﾞﾅ（姓） ﾌﾘｶﾞﾅ（名） ローマ字(姓) ローマ字(名) 年齢区分 性別 の有無 所属 登録番号 登録都道府県 障害種 登録団体
競技団体登録番

号
パラ競技クラス IPC登録番号 種目1 m cm 視覚障害 T/F11,12 聴覚障害 種目2 m cm 視覚障害 T/F11,12 聴覚障害 区分１ チーム

1

2

登録団体名
登録団体名　略称

申込責任者
連絡責任者
連絡者住所
電話番号

メールアドレス
総種目数

リレーチーム数
振込金額合計

参加費振込期限 1月25日まで

(障がいある競技者のみ記入)

自己記録 自己記録

¥0

都道府県　陸協

日本陸上競技連盟又は 障がい者競技団体登録情報 （目標記録） （目標記録）

エントリー時に多かった質問を
Q＆A方式で、各団体のホームページに掲載
https://acrobat.adobe.com/link/review?uri=urn:aaid:s
cds:US:5bf60b72-36b5-372e-83e6-606e2d2a4b45

①エントリーシート1月11日～24日 障がいのある方を先に申し込み受付。
②2月1日～一般エントリー

①エントリーシート

 スポーツ庁委託事業 令和3年度「障害者スポーツ推進プロジェクト」  
      オール陸上競技 フレンドリー 記録会開催要項   

      

1 開催の趣旨 障がいのある人もない人も、一緒に競技場に集い陸上競技に親しみ、競技することでお互いを理解し、認

め合う。関係する各競技団体が共に運営に携わることによって、障がい者スポーツの認知度を上げ、障が

い者の広い社会参加を促進し、陸上競技の普及拡大を図り、活力ある共生社会に繋げていくことを目的と

する。 

                  

2 主 催 特定非営利活動法人日本知的障がい者陸上競技連盟(JIDAF)  公益財団法人東京陸上競技協会     

3 共 催 一般社団法人日本パラ陸上競技連盟(JPA)   一般社団法人日本デフ陸上競技協会(JDAA)  

4 主 管 公益財団法人東京陸上競技協会 

5  後 援   公益財団法人日本パラスポーツ協会  全国特別支援学校長会 東京都  

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会  特定非営利活動法人日本ブラインドマラソン協会(JBMA)  

6 協 力 公益財団法人日本陸上競技連盟  日本体育大学陸上競技部 東京都知的障がい者陸上競技連盟   公

益財団法人宮城県スポーツ協会        

7  協 賛 長瀬産業株式会社  公益財団法人山田昇記念財団  陸上競技メーカー連絡会   

SMBC日興証券株式会社  三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社  アルファ ロメオ 

いちご株式会社 

8 期 日  ２０２２年３月２１日(月)受付時間９：００～ 競技開始１０：００～１４：００終了予定  

交流イベント１４：３０～ 

9  会 場 駒沢オリンピック公園総合運動場陸上競技場  〒154-0013 世田谷区駒沢公園１－１ 

10 実施種目  

（立位）●非公認の部(小学生以上)    男女同時  60ｍ 100m 200m 走幅跳 

●日本陸連公認の部(中学生以上) 男子・女子      100m 200m 走幅跳 

(車いす) ●（小学生以上）         男子・女子 60m  100m 200m 

（全対象）●リレー(非公認)        4×100ｍ メドレーリレー(100ｍ-200ｍ-300ｍ-400ｍ）  

性別、年齢、学年、障がいの有無、障がいの違い、車いす使用の有無に関係なくチーム編成をしてよい。        

11 参加資格 ・種目ごとに参加上限を設定する(別紙参照)。 

・優先申込みで上限に達した種目は一般申込みでの募集はおこなわない。 

・下記の要件を満たせば障がいのある競技者、障がいのない競技者ともに参加できる。 

          ●非公認の部   ・日本陸連に登録の有無に関係なく小学生以上は誰でも参加できる 

（記録は公認されない） 

●日本陸連公認の部・中学生以上の日本陸連登録者 

●車いすの部   ・小学生以上の車いすユーザー（生活用車いすの参加も可※ヘルメット着用） 



東京陸協と連携し、東京都ID連盟、
特別支援学校の協力で大会当日受付担当
「支える」

東京都永福学園（知的障がい）
高校生制作の大会ポスター
「見る・支える」

特体連関係の学校（320校）へ要項・チラシ発送を
支援学校に依頼 「見る」

日本ダウン症協会と連携でかけっこ教室の実施
「3月21日世界ダウン症の日」イベントと交流イ
ベントで連携 「見る・する・支える」

東京陸協が全般にわたり、障がい者ス
ポーツを支援。 「支える」

東京モデルの構築
関係団体の連携



【視覚 T11、12 の跳躍】 １ｍの踏切エリア（石灰）を使用。 

  
 
【座位投擲】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
WPA 競技規則及び規程 2020‐2021 版 
https://acrobat.adobe.com/link/review?uri=urn:aaid:scds:US:c455e883-1d23-36e8-8aee-1d8e374845fd 

４）すべての障がい種と、健常者の参加で実 

障がい者陸上の主な配慮（例）

障がい種別（クラス） 一部抜粋
視覚障がい（T/F11、12 13）
知的障がい（T/F20）
脳原性まひ（車いす）T/F33 34 35
脳原性まひ（立位）T/F35 36 37 38
機能障がい（立位）T/F46 47
機能障がい（車いす）T/F52 54
切断（義足使用）T/F61 62 63 64
聴覚障がい T70

聴覚選手 光スタートシステム は、見る側にとっても大切な用具。 場内アナウンスの工夫や、選手へのコール等、手話は情報保障として重要

IPCによる障がいクラスを保有していないが障がいがある選手（IMP）

・聴覚選手が走幅跳をする際、配慮
すべきことを、事前説明や、受付
時にチラシで徹底するなど、
「知らせる努力」がオール陸上の
一つの使命のと感じた。

（審判アンケートより）



アンケート結果

・招集の人が優しくて良かった。障害がある人が走っているのを見たら応援したくなりました。様々な障害がある人と走れ
て楽しかった。
・健常者と障がい者が入り交じって参加するスタイルがとても良くいつかこれが「普通」となる日が来ると良いなと思った。
・手話で会話したり、義足や車椅子を間近で見せてもらったり、障害者との交流を増やせる機会として今後も継続して頂
きたいと切望しています！本当に楽しい競技会でした！ありがとうございます！
・20年かけて健常者・障がい者ごちゃまぜの大会ができ楽しかった。 これをきっかけに日本全国でこのような試合が増
えて欲しい。普段分けられている人と共に陸上競技を楽しむ貴重な機会でした。そういう意味で価値のある大会だった。
・今後もこういった大会が増えたり、非公認の種目も増えていくとありがたいです。
・5000mに出させて頂きました。周回遅れのランナーにもあと何周というカードを出して頂き有り難かった。東京パラリン
ピック選手とご一緒に走らせて頂き、嬉しかった。
・理解ある審判によるスターティングブロックの設置やスタートまでの声かけに、誠に感謝いたします。
・参加の目的は様々だと思うが、普段分けられている人と共に陸上競技を楽しむ貴重な機会でした。そういう意味で
価値のある大会だと思います。
・要項をもっとシンプルに。スタートランプ（聴覚）がある大会は少ないので、地元の大会でも設置してもらいたい。

・障がい者と健常者とか壁をなくし、一つの競技会を作れたということが素晴らしかった。競技会が楽しくなる。
・障がい者との垣根がないことを子供やスポーツを通して知ってほしい。選手が楽しんで参加していて、大変楽しかった。
・課題点が出てきたが、各団体で情報共有。そして、21日大会の反省点生かし、各団体協力し合えたことはとても
良かったと思う。何回か障がい者の大会に出席をして、なじみやすくなってきた。
・健常の選手と障がいのある選手、男女が一緒に走ったりで垣根がなくて交流できてとてもよかった。
・大会運営を協力し合いながら行うことで、４団体の連携をさらに強めることができた。
・選手同士もフレンドリーで雰囲気が良くてとても良い大会だった。健常者、障がい者等様々な選手と一緒になって競う
ことは良いと思う。この大会は今後も続けて欲しい。
・平等に扱う競技であったため、勉強になった。

・普段は他の障がい者団体とともに大会を運営、サポートするという機会がほとんどなく、また他の障がい者の試合も観
たことがなかったため、自分達以外の障がい理解にも繋がり、大会もとても新鮮だった。 健常者、障がい者関係なく同
じ場で競技をしていることに、とても感激した。
・互いの理解を深めるために、招集所での待ち時間に義足の説明、レーサーを近くで見たり、健常者との架け橋にな
れたかもしれない。

選手

審判・関係者



成果と課題について
コロナ禍の第６波期であったが、2大会における参加者の障
がいカテゴリー別と年代層においては、健常者と同等の参加
があり、また、全障がい種、年代層からの参加があった。

■分担

主担当 担当 協働者 非対象者・相手方 状況 期限

総括 奥松

〇総務案件

主担当 担当 協働者 非対象者・相手方 状況 期限

スポーツ庁との窓口 奥松 兒玉 スポーツ庁

報告書 奥松 各担当 スポーツ庁

予算管理 奥松 大島　小山

スポーツ庁報告用事例研究 平松

宿泊手配　取りまとめ一覧作成 奥松 小林雄 ザ・ビー三軒茶屋

参加料入金先 東京陸協 参加選手 ほぼ完了

案内状作成 ※後述

案内状発送先リスト作成 ※後述

案内状発送 ※後述

問い合わせ窓口 知的陸連 各団体事務局

QA取りまとめ 大島 完了

WPAエンドース申請 工藤 井内 WPA 完了 2月28日

WPA記録申請(SDMS) 工藤 WPA 大会後に実施

ドーピング申請 工藤 JADA 完了

ドーピングNFR 工藤

トランシーバー手配 小山

トランシーバー配布計画 橋本

コロナ対策グッズ発注 小山

コロナ対策グッズリスト作成 小山

視察対応(神戸ほか) 井内 神戸市ほか

視察者リスト作成 小林雄

駐車場の駐車票作成 工藤　 完了 済み

駐車票配布 工藤

駐車券管理 工藤

駐車場希望者を募る文言作成※車いす義足優先 工藤 文案完成。HPにアップ準備中 3月7日

プログラム編集 小山 入稿準備中 3月7日

プログラム台割作成 小山 第1案完了。2案完了(3/4)

プログラム用日本最高記録 奥松 高橋・山下・門脇・大島・小林雄 小山 進行中

プログラム用クラス別日本記録 小山 山下？ 進行中

ポスター 竹原 完了

ポスター発送先リスト管理

各団体からの希望をもとに
竹原 完了

ポスター発送 竹原 完了

保険（選手、競技役員） 東京陸協（選手、競技役員） 準備OK

記録証　※台紙 東京陸協 当日

手話通訳手配 山岸

健康チェックシート準備とHPアップ 工藤 小山・浅野　　　・山岸・森田 陸連1週間とパラの2週間 3月7日

〇対外交渉

主担当 担当 協働者 非対象者・相手方 状況 期限

東京陸協との窓口 奥松(総務案件) 関(競技案件ほか) 継続中

日体大との調整 関 奥松　大島 継続中

マーケティング スポンサー集め(JPA) 小山 完了

マーケティング スポンサー集め(デフ) 山岸 完了

メディアへの案内(リリース) 小山 済み。内容を実行委員会に共有のこと 2/28?

〇交流イベント

主担当 担当 協働者 非対象者・相手方 状況 期限

交流イベント総括 今本 小林(JPA)　岡澤　竹原　兒玉　菊池 ヤマダHD 継続中

イベント進行台本 今本

スポンサーリレー 小山 東京陸協

光スタート(手配) 山岸 宮城県スポーツ協会

フレームランナー（手配） 奥松 テレウス

レーサー（手配） 小山 パラサポ、花岡

義足体験（手配） 小山 株式会社LIXIL

デモンストレーション 今本 山岸 東京陸協

ダウン症関係 神田 小林雄 日本ダウン症協会

医務 佐藤（ドクター）

光スタート体験 山岸 門脇 デフ協会

フレームランナー体験 竹原 菊池 テレウス

レーサー体験 竹原 工藤 永尾 オージーケーカブト

義足体験 竹原 兒玉 株式会社LIXIL

かけっこ教室 岡澤 吉田、柴田、佐藤、徳岡 ヤマダHD

〇競技運営

主担当 担当 協働者 非対象者・相手方 状況 期限

競技総括 関 大島　柴田　橋本

エントリー受付 東京陸協競技部 完了

選手への決定通知 ✖

タイムテーブル 関 柴田　橋本　大島　山岸 作成済み。微修正中 3月7日

スタートリスト(フレンドリー) 関 東京陸協記録情報部(関根部長) フレンドリー作成中 チャレンジ2/26に依頼予定 3月7日

スタートリスト(チャレンジ) 関 東京陸協記録情報部(関根部長) フレンドリー作成中 チャレンジ2/26に依頼予定 3月11日

競技注意事項 柴田　 原案を関係者で確認中 3月7日

審判編成 関 東京陸協審判部(古澤部長) 完了。主催役員追記中 3月7日

競技用手配物品リスト作成(駒沢) 橋本

競技用手配物品リスト作成(日体) 水野

競技運営関連グッズ(ビブス、砲丸、物差しな

ど)手配の窓口
橋本

アスリートビブス 関 シナノ体器 ロゴデザイン完了。番号これから 3月7日

各種フォーム手配 大島

競技運営関連レンタル品 関 橋本 ニシ・スポーツ(枝久保) SIS発注済み

光スタート 山岸 宮城県スポーツ協会 OK。当日持ち込み？
2022/3/21(当日持

ち込み)

役割分担表

視覚 身体(車いす） 身体(立位） 聴覚 知的
フレンリー
記録会

男 ４ ７ ３７ ５ ２０
女 ３ ２ ９ ７ ８

チャレンジ
記録会

男 １４ １９ ４８ １７ ７３
女 ６ １０ ２０ １２ １６

合 計 ２７ ３8 １１４ ４１ １１７

視覚 身体(車いす） 身体(立位） 聴覚 知的

１０名 小学校 ０ ０ ２ ６ ２

５９名 中・高校 ２ ３ １７ １６ ２１

２６８名 一般 ２５ ３５ ９５ １９ ９４

マーケティング勉強会

両大会は4つの団体が連携していく為、
役割分担表をもとに、
会議が進めら、重要な資料となった。

NFのスポーツ協賛に必要になるのがNF自身のマーケティング活動。
必要となこと自分たちだからこそできる（企業に返せる）ものは何か？
①競技団体のビジョンを明確に打ち出し、企業や自治体から共感を得る。
②競技特性を活かし、企業の要望を察知することで貢献できる部分を磨く。
③大会やイベントに、少し観客目線を加えることでワクワク感を演出する。
スポンサーのかかわり方

【器具装置の開発】【強化に向けた支援】
【コミニュケーション発信】
【体験イベントの実施・競技普及】
【競技を知る・楽しむための観戦促進支援】
【ダイバーシティーな社会づくり（ハード・ソフト）】

課題等

≪関わりあうことで社会や意識を変える≒パラスポーツの価値≫

・各地域陸協と連携で、障がいのある無しにかかわらず、地域に根ざした大会実施（普及）
・障がいのある選手でも地域大会に出場し、障がい者の上位大会を目指す。（競技力向上）
・国際基準に基づく国内ルールで、必要な地域大会実施のための用具整備。
・障がい者スポーツ独自の用具等ハード面でも早急に各地域が整備する必要性がある。
・普及の目的から陸上教室の開催、イベント等今後も各地域を含め、継続、実践していきたい。


